
※8つの項目他、自社の取組内容PR項目あり
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建設人材育成優良企業表彰（不動産・建設経済局長賞）受賞者一覧 ①

企業名 取組のポイント

受賞ポイント ④キャリアパス基づいた 人材育成等
KAWAKENアカデミー「人と地域の架け橋となるプロフェッショナル人財を増強すること」を目的に設立（※人材育成の仕組み)
ソフト面でのリカレント（循環・反復）型教育システムと、ハード面での実習棟を含む研修等設備を構築

入社～6年目の若手社員を対象に業務に関する学習を継続 2



建設人材育成優良企業表彰（不動産・建設経済局長賞）受賞者一覧 ②

企業名 取組のポイント

受賞ポイント③若者入職者促進⑤処遇の改善 受賞ポイント①CCUSの活用
○自社の現場におけるCCUS の就業履歴を蓄積するためカードリーダ設置等の割合

設置割合100 ％（設置現場 278現場／全278現場）
○協力会社のうち、CCUS を登録している会社（事業登録）の割合

協力会社登録率92％（ 3495社／ 3813社）
○その他の取組
・CCUSサポートセンター設立（2023年3月現在事業者登録1,603社、技能者登5,426人）
・厚生労働省CCUS等普及促進コース使用（2022年827人）
・優良職⻑制度のレベル４⼿当を⽀給：２億円／年

（A⼿当）
優良技能者へ３，０００円/日

【⼿当⽀給額】

（B⼿当）
準優良技能者へ２，０００円/日
※登録基幹技能者適用外の職種

（C⼿当）
準優良技能者へ1，０００円/日
※⽀店職⻑会で優秀な者
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建設人材育成優良企業表彰（優秀賞）受賞者一覧 ①

企業名 取組のポイント

佐藤興業（株）
（東京都、大臣認可）（専門工事業；塗装）

（従業員約９５名）

（資本金９０００万円）

〇女性技能者の積極採用（女性社員の比率：２９パーセント）に加え、元請会社の教育システ
ムとの連携や技能競技大会への参加に向けた指導等、女性技能者の入社後の育成にも
力を入れている。

○自社における女性社員の比率 29％（ 28人／95人）、平均勤続年数 6.1年受賞ポイント⑦女性定着促進
「女性職人育成・キャリアパス・技術向上」３つの目標を実践

①女性職人育成 ジェンダーの壁をなくし、現場で働きたい女性を積極的に採用。個々の特⻑を伸ばし活かせるよう
に丁寧に取り組んでいる。
【実績】CCI東京「第3回建設業若⼿女性活躍大賞」受賞

②キャリアパス 入社1〜3年目から10年先までのキャリアイメージ、ビジネスリーダーまでのマイルストーンを設
計し実践。元請会社の教育システムと連携し、社会に貢献できる優秀な人材の育成に継続して取り組んでいる。
【実績】「鹿島パートナーカレッジ・マネジメントコース」卒業
③技術向上・全国建築塗装技能競技大会への参加に向けた指導
【実績】第26回全国建築塗装技能競技大会国土交通大臣賞受賞

第27回全国建築塗装技能競技大会東京地区代表4名枠中3名選出（本大会日程令和5年10/18・19)

経験年数毎研修会、技能士資格取得へ勉強会・講習会有り

①

②
③
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建設人材育成優良企業表彰（優秀賞）受賞者一覧 ②

（株）大平組
（茨城県、知事認可）（専門工事業；鉄筋）

（従業員約４１名）

（資本金１０００万円）

〇多様な休暇取得方法（月１回３連休等）や給与体系（年２回の昇給）等、「新３K」に向けた
取組を積極的に実施。

〇鉄筋トレーニング研修所（現場教育施設）の設置や、外部講師を招いての社内講習等、技
能者の育成環境の整備に注力。

企業名 取組のポイント

受賞ポイント⑥労働環境の改善、働き方改革
○就業規則に定めている年間休日 合計１００日

月に１度３連休、2連休、飛び休あり ○現場教育は、工場内にある鉄筋トレーニングセンターにて実習を行っています。
○リーダー・サブリーダー講習等は外部講師を招いて行っています。
CAD講習等も外部講師を招いています。

研修施設

5



建設人材育成優良企業表彰（優秀賞）受賞者一覧 ③

企業名 取組のポイント

東洋建設（株）
（東京都、大臣認可）（総合建設業）

（従業員約１５３３名）

（資本金約１４０億円）

〇上級管理職への役割等級制度の導入（定年後も同一制度を適用）や昇格年齢制限の廃
止等でキャリアパスの幅を拡大。

〇育児休業において休業開始日から連続７日間の有給期間を導入。男性職員の育児休業
取得率向上にも繋がっている。

受賞ポイント④キャリアパスに基づいた人材育成等⑤処遇の改善
○上級管理職に役割等級制度を導入し、定年後も同一制度が適用され、退職
までモチベーション高く働けることは若⼿職員のモチベーション向上につな
がる。

○育児休業 休業開始日から連続7日間については有給とする。但し、休業期
間を分けて取得した場合は1回目の休業時のみ。

6

○昇格年齢制限の廃止や、専門知識・スキルを持った人材を処遇できる制度
の導入を行ったことにより、キャリアパスの幅を拡大した。社内研修では、
全ての階層別研修に講師を派遣し、適時且つ世代に合わせた研修を実施して
いる。



建設人材育成優良企業表彰（優秀賞）受賞者一覧 ④

企業名 取組のポイント

（有）綜合電設
（千葉県、知事認可）（専門工事業）

（従業員約１３名）

（資本金３００万円）

〇従前の年功による技能者の評価を見直し、CCUSに準拠したキャリアパスを設定すること
で各職責毎に責任、権限、報酬等を明確化。

〇入社後の早期育成や定着に向け専用のキャリアプランや教育プログラムを整備した上で、
３０～４０代の積極的な採用を実施。

7

受賞ポイント④キャリアパスに基づいた人材育成等

○「就職氷河期世代」と言われる30代〜40代の中堅人材も採用の主対象としている。建設技
能労働現場における新人は、全体像が見えない中で右往左往することも多い。そこで、彼ら
にこれまで培ったキャリアを当社で早期に活かせるように、それぞれに応じた研修メニュー
をアレンジしている。また、資格⼿当を充実することで、自らが持つスキルのポータビリ
ティを意識させている。



建設人材育成優良企業表彰（優秀賞）受賞者一覧 ⑤

企業名 取組のポイント

古郡建設（株）
（埼玉県、大臣認可）（総合建設業）

（従業員約１２４名）

（資本金１億円）

〇ブランディング専属部署のデザインマネジメント部を設立して社内販促物などのデザイン・
広報・新卒採用をセットで行い、建設業・会社の魅せ方を工夫。若者に響く形での採用活動
を実施し、継続的な新卒採用に繋げている。また、同部署が入社後の教育（定期研修やメ
ンター制度）を行うことで、離職率の低減（３６パーセント減）を実現。

受賞ポイント②若年者入職促進
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